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要約 

英語授業において，生徒に教材を提示するインプットの段階から，彼(女)らがその内容を踏まえて発話活

動・発表活動をするアウトプットの段階へ，教員側がどういう働きかけをするかが極めて大事となる。自由度

の高い発話活動や創作ライティングは中学段階の生徒にとって過度な負担になり得る（中森(2018, p134)）が，

その一方で，提示された教材を再産出するStory Retelling活動は，ともすると英文の暗唱に終始し，自分の

言葉で発話する・発表する活動としては不十分であるとも思われる。その点を踏まえ，英語授業の中で，Story 

Retelling で使用した絵を再度用い，その絵に独自の視点で面白い物語を創作してもらい，それを発表する活

動を大喜利形式で行った。本論考はその実践報告である。この活動の意義として，①言語の本質である創造力

を暗示的に示すこと，②英語が苦手な生徒も積極的に発表に加わることができること，③繰り返し既習文法に

触れる良い機会になること，が挙げられる。 

 
キーワード：発表活動，Story Retelling，定着活動，ゲーム形式，創造性 

 

1 はじめに 

 筆者は，英語の授業の中に「楽しみながら英語を使

う時間」を多くとりたいと思っている。教室の外に一

歩出れば英語が必要ではない日本において（尤も，東

京オリンピック 2020 まではそれなりの必要性はある

かもしれないが），英語を習得することは容易ではない。

たった週 4 時間の英語の授業であるが，その中にどれ

だけ英語を実際に使う時間が取れるか，が勝負の鍵と

なる。 

 生徒が英語を使う，という視点から英語の授業を考

えたときに，一番の理想はイマージョン（Immersion）

である。英語の海の中で泳がなければ死んでしまう状

況に行けば（Swim or sink），否が応でも英語を使わざ

るを得ない。しかし，これは日本で英語を外国語

（EFL：English as a Foreign Language）として教室で学

ぶ者には，現実離れした提案である。41 人のクラスに

対して 1 人の ALT が来たところで，イマージョンには

程遠い現実である。 

 そのような状況で生徒に英語を使ってもらうにはど

うしたらよいか。色々な方法があると思うが，いずれ

の方法を採るにせよ，英語を使った活動をするからに

は楽しんで活動してもらいたい。成績を上げるために

嫌々英語を使っているような状況だけは作りたくない。

「この活動なら英語使っても楽しくできるから使って

やってみるか」と生徒に思ってもらえるような活動を，

教員が考えるしかない。 

 今回の「英語で大喜利」はそのようなモチベーショ

ンから生まれた活動である。以下，詳述したい。 

 

2 なぜ大喜利か 

2.1 テンポが良い 

 大喜利形式での発表の一番の魅力はテンポの良さに

あると言える。聴衆の立場からすると，いくら自分の

知っている友達の発表とは言え，1 分も 2 分も続くス

ピーチを 10 人分，20 分も聞き続ければ，自然と集中

力は切れてくる。一方，大喜利形式では，複数人の解

答者が自分達の目の前におり，その中の誰がどのよう

な発表するか分からないという「意外性」があり，ま

た，1 人が数秒，長くても 10 数秒という短い話を続け

ていくという「テンポの良さ」がある。同じ 20 分の発

表であっても聴衆を引き付ける力は，このような発表

スタイルの方が上であると言える。 

 

2.2 全員を巻き込む力 

 大喜利というと，その場で面白い解答を発表し，聴

衆をあっと言わせることが醍醐味であるが，母語であ
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る日本語ですら困難であるこの活動を，習いたての外

国語で行うことは不可能と言ってよい。そこで，今回

は 4 人のグループワークとし，発表者以外は放送作家

として大喜利のネタを考えてもらうことを課して，基

本的に発表者はネタを考えなくて良いことにした。こ

うすると，発表者に過度な負担がかかることを避ける

と同時に，全員に何かしらの役割を与えることができ

る。 

 また，人前で発表することは苦手でありながらも，

面白い解答を用意することが得意な生徒も活躍できる

場が生まれ，適材適所で発表活動を行うことができる。

特に，中学生という発達段階を考慮に入れたときに，

人前で面白いことを言う，ということに恥じらいを感

じる生徒もいる。そのような生徒に発表を強要するの

ではなく，台本作成という活動を通して参加させるこ

とで，一定の達成感をもたらすことができる。 

 

2.3 面白さを求める過程で起こること 

 大喜利をするからには聴衆がハッとするような，な

るほどと思うような解答を用意したい，というモチベ

ーションが生徒の中に生まれる。そしてこのモチベー

ションが英語学習の観点から大事な役割を果たしてい

る。 

 当然のことであるが，面白さを共有するためには，

その面白さが聴衆に伝わらなければならない。どんな

にアイディアが面白くとも，それを伝える英語が全員

にとって理解可能でなければ，その解答は大喜利とし

て高い評価を得ない。つまり，面白さを追い求めるこ

とは，相手にとって理解しやすいアウトプットを産出

することを必然的に要求するのである。 

 スピーチの発表では「相手に伝わりやすい英語で話

す」というような観点を設けたり，聴衆に振り返りシ

ートを記入してもらったり，あるいは質疑応答の時間

を設けたりして，伝わる英語を使用することを間接的

に促すことができる。しかし，これは 2.1 で触れた「テ

ンポの良さ」の逆を行く発想であり，どうしても間延

びした活動になってしまう。 

 英語で大喜利は，その活動の趣旨自体に「伝わる英

語」を使うことが内包されている。教員は彼らに面白

さを求めさえすれば，彼ら自身がその背後にある「伝

わる英語を使う」という課題を乗り越えていってくれ

るのである。 

 

2.4 アウトプットの瞬発力を鍛える 

 2.2 で触れたように，今回は放送作家に事前にネタを

作ってもらい，それを発表者にその場で発表してもら

う形式にした。これではスピーチ活動と同じように台

本を暗唱しているだけなのではないか，という考えも

あるかもしれないが，大喜利形式の方が実際のコミュ

ニケーションに近いと思われる。 

 我々が外国語で会話をするときに求められる力の一

つに瞬発力があると思う。自分が言いたいと思ったこ

とを頭の中でどれだけ早く，正確に産出できるか，と

いう点である。スピーチ発表ではこの能力は必要ない

（あらかじめ話す内容が決まっているため）が，即興

スピーチやディスカッション，会話となると発話の自

由度が高まり，よって瞬発力も必要となる。 

 今回の大喜利では事前にお題を提示しているため，

スピーチのように事前に準備をすることができる。た

だ，その場で出されたお題に答えるためには，頭の中

にある情報を早く，正確にアウトプットすることが求

められる。その点において，自由度の高いアウトプッ

ト活動につなげるための第一歩として捉えることがで

きるのではないか。 

 

2.5 4 技能の統合 

 グループで大喜利の活動を実施する過程で，読む・

聞く・話す・書くの 4 技能をバランスよく含めること

ができる。 

1 放送作家によるネタの創作（Writing） 

2 放送作家のネタの共有と選別（Reading） 

3 AET による英語のチェック（Grammar） 

4 発表（Speaking & Listening） 

放送作家には事前にお題を 5 つ与えているため，一つ

に 20 語程度の解答を用意したとして，全体で 100 語の

英作文を書いたことになる。これを 4 人グループで持

ち寄れば，放送作家 3 人分（1 人は発表者）で 300 語

の英文ができたことになる。もちろん英語に誤りがあ

ると思うが，それを踏まえても 300 語近い英文をグル

ープ内で読み合う活動には意義があると思う。 

 

2.6 想像力そして自由英作文との連携 

 今回の大喜利は，絵を見て面白いことを英語で言う，

というお題で統一した。この活動には picture 

description の要素が含まれている。大学入試問題を見

てみると，このような状況描写の自由英作文の問題が

出てくることが多い。東京大学 2015 年度では以下のよ

うな問題が出ている。 
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2015 年度東大入試 問 2 

 

まさに絵を見てその内容を描写するタスクである。た

だ，それだけでない。いささか不思議なこの絵に対し

て「あなたが思ったことを述べ」なければならない。

状況を正確に描写する能力と，その背後にある物語を

創作する力が必要になる。この問題が要求する高い英

語力と豊かな想像力が，まさに「英語で大喜利」で鍛

えようと思っている力である。 

 

 

3 英語で大喜利に至るまでの指導 

3.1 対象学年 

 今回英語で大喜利を実施したのは中学 2 年生 123 名

である。筆者が担任を務める学年であり，中学１年生

から継続して英語授業を担当している。英語学習への

モチベーションが高い生徒が一定数おり，また，どの

ような課題にもやる気をもって取り組む子が多く，全

体的に授業がしやすい雰囲気である。 

  

3.2 夏休みの課題図書 

 夏休みには読書課題として The Adventures of Tom 

Sawyer（Macmillan Readers, Level 2）を課した。アメリ

カ文学が誇る古典的名著であり，名前を知っている人

は多いが，実際に読んだことがある生徒はそこまで多

くない。無邪気な少年トムが繰り広げる冒険は中学生

の好奇心をくすぐり，英語で読んでいても思わず笑っ

てしまう面白い場面も多々あり，現代であってもその

魅力は色褪せない。続編『ハックルベリー・フィンの

冒険』ほどの社会的な問題提起もなく，純粋に冒険文

学を楽しむ上では格好の題材であると思われる。 

また，Graded Readers では挿絵も豊富にあり，内容

が理解しやすい。と同時に，挿絵が豊富であるために，

2学期以降この題材でStory Retellingや大喜利の活動を

しやすいという利点もあった。 

 

 

挿絵の例（Graded Reader, p.11 より） 

 

 生徒達には，英語で読んだ証として，各章の内容を

数行で要約する宿題を出し，その宿題の提出を以て，

この本を読んだことを認めた（資料 1）。 

 

3.3 内容理解 

 2 学期の授業では，全生徒に内容を細部まで理解し

てもらうために，また，扱われている文法項目を漏ら

さずカバーするために，内容理解活動と重要英文の音

読を行った。授業の流れは以下の通り。 

1. 重要単語の確認 

2. 本文の要約穴埋め・間違い探し（本文を見ながら） 

3. 穴埋めの確認（絵を見ながら） 

ここまでが内容理解活動である。簡単な作業ではある

が，本文と要約を同時に読むと 200-300 語を読むこと

になり，生徒にはかなりタフな課題だった。 

ここから先は，物語として retelling しやすい場合に

は文法解説→重要文音読→retelling へと進む。 

retelling をしない場合は，文法的に重要である英文

をピックアップし，解説そして音読練習をした（資料

2）。 

 

3.4 Story Retelling 

 挿絵が豊富にあり物語として retelling しやすい箇所

を選び，retelling 活動を行った。その場でキーワード

を見ながら物語を再生できることが望ましいが，中学

2 年生の段階では，英語が苦手な生徒にとっては苦し
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い活動になってしまう。暗記してしまうかもしれない

が，練習する時間を多く取り，全員が自信を持って

retelling に臨めるようにした。授業の流れを以下にま

とめる（授業プリントは資料 3）。 

1. オーラル・レビュー 

2. 音読 

3. 穴埋め音読 

4. グループで役割分担して retelling 

5. ペアで役割分担して retelling 

6. 1 人で retelling 

オーラル・レビューとはオーラル・イントロダクシ

ョンのレビュー版である。オーラル・イントロダクシ

ョンでやったものと同じようなものを繰り返しやる。

無論，生徒が飽きないように新しい質問をしてみたり，

途中で話を止めて続けさせたりする。大事な点は繰り

返し英語に触れさせる点である。 

 そこからテキストを見ながらの音読，そして穴埋め

音読を行う。このまま retelling 発表に行くと多くの生

徒はできないまま終わってしまう。そこで，グループ

で役割分担をして，1 人当たりの負荷を軽くして

retelling をさせてみる。1 つのグループを前に出して発

表してもらうときもあれば，そのまま終わりにしてし

まうときもある。1 時間の中に詰め込むのではなく，

時間をまたいで，繰り返し練習する機会を作る方が肝

要だと思われる。 

 最終的には授業時間内に 1 人 1 人にパフォーマン

ス・テストを実施することが理想かもしれないが，時

間的に難しいし，41 人の retelling をひたすら聞き続け

ることは精神的苦痛以外の何物でもない。そこで，今

回は LL 教室を使い，ヘッドセットで全員の retelling

を一斉に録音した。教員はあとで音声をまとめて聞け

るという利点があるし，生徒達に対して「録音される」

というプレッシャーを与えることができるため，間接

的に練習を要求することができる。全員の前で英語を

話すという時間ももちろん必要だが，時間的な制約が

あるときには LL 教室のような環境で録音，提出の流

れが効率的であると思われる。 

 

 

Story Retelling の様子 

 

3.5 新たな英文を考える 

 大喜利に向けて頭の体操として，各章の内容理解後

に，生徒達に物語の一場面を示した絵を配布し，英語

で説明を書いてもらう宿題を課した。物語通りに絵を

描写しても良いが，もし面白いアイディアがある場合

はそれを書くように伝えた。すると，提出した生徒の

ほとんどが物語とは違う独自のストーリーを書いてき

た。自由英作文課題の第一歩として良かったと思う。 

 提出された英文は添削をして返却し，面白いアイデ

ィアをシートにまとめて後日配布した（資料 4）。 

 

4 英語で大喜利の実際 

4.1 事前準備 

4.1.1 題材の提示 

 以下に大喜利当日までの準備を列記する。 

11 月 8 日（木） 

授業最後に大喜利グループの発表。グループから大喜

利発表者 1 名と放送作家 3 名を決める。また，お題と

なる 5 枚の絵を配布。宿題としてそれぞれの絵に関し

て面白い答えを考えてくるように指示した（資料 5）。 

なお，お題となる絵は前半組と後半組で違う（4.2.2 で

詳述）。 

 

11 月 12 日（月） 

授業後半 20 分間を取り，グループ内でお互いの考えを

シェアさせる。面白いネタを選ばせる。 

 

11 月 13 日 TT（火） 

TT の授業中に 1 グループずつ自分たちのネタを ALT

に見せ，英語をチェックしてもらう時間を取る。チェ

ックが終わり次第，発表者はネタを頭の中に入れる。 
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11 月 15 日（木）（1 クラスは 17 日（土）） 

発表 

 

4.1.2 グループの作り方 

 41 人のクラスで 10 グループ作るため，4 人グループ

×9，5 人グループ×1，とした。グループ間の英語力

に差ができないよう，筆者が直近の学期の成績を参考

にグループを作成した。 

 

4.2 当日（授業）の流れ 

4.2.1 全般 

時間：20-25 分 

やり方： 

 10 グループを事前に前半組，後半組に半分ずつ

に分けておく。 

 前半組の発表者 5名が前に出てきてステージの

上に横並びに座る。大喜利発表を始める。 

 この間，後半組の生徒達は審査員となる。公平

に審査してもらうため，彼らには事前に前半組

のお題を示していない（前半組と後半組でお題

の絵を分けたのはそのため）。 

 前半組が終わり次第，後半組を始める。審査員

は前半組の生徒達。 

 

4.2.2 大喜利の進め方 

 発表者がステージ上の座布団に座る。 

 教員が絵をスクリーンに示し，“Describe the 

picture.” と声をかける。アイディアを発表した

い人は手を上げ，指名されたら答える。 

 発表が終わったら，次に発表したい人が手を上

げ，指名されてから答える。 

 この作業を繰り返す。 

 1 枚の絵に対して 3 分の時間を確保しておくと

ちょうど良い。1 人の発表とそれに対するリア

クションで 30-40 秒になるため，5 人全員が発

表すれば 3 分くらいになる。 

 1 枚の絵に対してアイディアが出尽くしたとこ

ろで 2 枚目に移る。これ以降は今までの手順を

繰り返す。 

 

 

 

 

 

当日の配置 

 

 
授業当日の様子 

 

4.3 評価（資料 6） 

 生徒達に評価シートを配布し，４つの観点（表現力，

正確さ，創造性，積極性）で評価してもらった。この

評価シートを集計し，個人としての得点（表現力）が

最も高かった生徒に Best Performer Award，グループ点

（正確さ，創造性，積極性）が最も高かった班に Best 

Ogiri Award を送った。 

 

 

5 英語で大喜利を経て見えてきたこと 

5.1 言語が持つ創造力の再認識 

 フィクションを創り出すことこそが言語の本質と言

えるが，今回の活動を通して，改めてその力を痛感し

た。 

 以下の絵は，物語の冒頭を示している。いつものよ

うに悪さをしたトムがポリーおばさんに捕まった。そ

の手から逃げるためにトムは「後ろを見て！」と叫び，

それを聞いたポリーおばさんは思わず後ろを見て手を

放してしまう。このあとトムはすぐさま庭へ走り去っ

てしまった。 

 普通のPicture Descriptionならば以下のような解答が

出てくるだろう。 

 

Tom said to Aunt Polly, “Look behind you!”  

Aunt Polly let go of Tom’s jacket and turned around. Tom 

ran away. 

発表者 発表者 発表者 発表者 発表者

スクリーン 

教員
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これに対して，生徒達から実にさまざまなアイディア

が出てきた。一部をここに紹介する（詳細は資料 4 を

参照）。 

 

“Hey, there is a cockroach on the desk!” 

“Oh no, where is Goki-Jet?” 

“Wait. That is a beetle. I want to catch the beetle.” 

こう解釈すると，このシーンは夏の微笑ましいワンシ

ーンに見えてくる。（beetle だけでは本来カブトムシや

クワガタムシを表せないが，ここではそこは指摘しな

かった。） 

 

A wall of glass makes Tom and Aunt Polly not able to touch 

each other. Polly touches the wall. Tom has found a hole of 

the wall and they are going there. 

すごい創造力だと感心してしまう。どのような経緯か

分からないが，立ちはだかるガラスの壁を前にして，

懸命に出口を探そうとするトムの姿に感動すらしてし

まう。 

 

Tom: I’m not Tom. This is a shadow. The real Tom is there! 

Aunt Polly: What!? 

中学２年生の男子らしさが前面に出ている作品。この

手の作品が生徒に一番ウケが良かった。この 2 人がこ

のレベルの戦いをしていたとすると，ハリー・ポッタ

ーの世界観に近く見えてくる。 

 

Tom: Look, there is a big man. I will hit him with my right 

hand. 

Aunt Polly: Wait. I must take some money. 

Tom: Why? 

Aunt Polly: Because you will lose, and then I have to make 

a friendship with him. 

勇敢なトムを真正面から裏切るポリーおばさんの残酷

さとしたたかさが見える作品。これは bribe という単

語を知らなくても bribe と同じことを簡単な英語で言

えている点が評価できるし，逆に bribe という単語を

使わないからこそ，全員で理解できる作品になってい

る。 

 

 もう一枚の例も紹介したい。 

以下の絵は，物語の中盤，ベッキーに一目惚れし，

何とか気に入られようと得意の絵を描いてアピールす

るトム。一生懸命家の絵を描いたが隣に描いた男の人

と家の大きさが同じになってしまった。 

普通のPicture Descriptionであれば以下のような解答

が出てくると思われる。 

 

Tom wanted Becky to like him. He drew a picture of a 

house on a piece of paper. Tom drew a picture of a man in 

front of the house. The man was bigger than the house. 

 

 

これに対しては以下のような作品が出てきた。 

 

Becky: What a wonderful house! I like it. 

Tom: Do you really think so? 

Becky: Of course, I do. It’s too gorgeous for my dog. 

オチをつけるお手本のような作品。犬小屋と思われて

いたことが最後のコメントで現れるところが秀逸。 

 

Becky: Who drew this dirty picture? 

Tom: It’s me. 

Becky: It’s beautiful. I like it. 

いわゆる「手のひら返し」の例。中学２年生が好きそ

うな作品である。 
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次は少し異色な作品。 

Huck is Tom’s friend. He doesn’t have his house, so Tom 

and Becky are suggesting their idea about Huck’s house. 

温かいストーリーでこれを読んだだけで胸を打たれて

しまう。温かいだけではなく，これを書いた生徒はハ

ックの置かれている立場もちゃんと理解できている，

ということがわかる。 

 

以上のように，ことばの力で 1 枚の絵にさまざまな

物語が生まれる。Story Retelling で一度物語を再生した

からこそ，つまり，全員が 1 つの解釈を学んだあとだ

からこそ，その絵に違う物語を与えやすくなるし，そ

れが面白くなりやすい。このような活動を通して，生

徒達にはことばが持つ力を感じ取ってほしいと思う。 

 また，ここに出てきている例は，事前に筆者が想像

もしなかった例である。「英語で大喜利」と言うと，「そ

んなことできるわけない」と否定的にみられることが

あるが，教員の想像力には限界があっても，生徒の想

像力はそれを遥かに上回っていることが考えられる。

筆者自身，自分の感覚で活動を考えてはいけない，と

改めて学ぶ機会となった。 

 

5.2 英語が不得意な生徒の活躍 

 4.1.2 で触れたように，グループ間の英語力差をなく

すため，筆者が直近の成績を参考にしてグループメン

バーを構成した。どのグループにも英語ができる子か

ら，不得意な子までいる。このようなグループで発表

活動をすると，どのグループも英語が一番できる子が

発表者になってしまうことが多いと思うが，今回は英

語が不得意な生徒の頑張りが見られた。以下の表は発

表者のグループ内英語力を示している。 

 

 グループ内の英語力 

クラス 上 中上 中下 下 

A 4 2 2 2 

B 5 2 0 3 

C 5 1 2 2 

計 14 5 4 7 

発表者の英語力 

＊5 人グループは 4,5 番目の生徒を「下」として計算 

 

30 グループ中，およそ半分（14）のグループは英語が

最もできる人を発表者にしていた。その一方で，7 つ

のグループで英語が一番できない生徒が大喜利発表者

になっていた。 

 これには放送作家の存在が大きいと思われる。英語

力が高く，自分でアイディアを練って発表までやりた

い，という子もいれば，アイディアを練るのはいいが

発表するのには抵抗がある，という子もいるだろうし，

逆に，アイディアを英語で書くことはできないが，面

白いネタを覚えてそれっぽく発表することは得意であ

る，という生徒もいる。実際，英語が不得意で大喜利

をやった生徒達の顔ぶれを見ると，ムードメーカー的

な存在が多いように思う。英語が不得意でありながら

も発表活動を楽しくやってみたい，という子が本領を

発揮できる活動であると言えるかもしれない。 

 

5.3 reading と writing のサイクル 

 今回の「英語で大喜利」では，その実施に至るまで

「絵を見て面白いことを言う」という活動をしてきた

（3.5 参照）。この活動では既習文法を使って英文を作

るような指導は特にしなかった。しなくても，生徒た

ちの作品からは既習文法が見られることが多い。以下

の 1 枚の絵（picture description の課題に使ったもの）

を例にとって，その絵に対する生徒たちの作品から，

習いたての文法が使われている例を確認したい。 

 

 
 

この挿絵が登場する Chapter 9 では以下の文法項目を

重点的に教えた。 

日本語 英語 

（俺たちは）学校に行かな

くていいんだ 

We don’t have to go to 

school. 

ここはつまらない It’s boring here. 
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僕も飽きた。 I’m bored too. 

彼らはとても嬉しかった。 They were very pleased. 

 

ここでは don’t have to と be bored / be pleasedなどの感

情を表す表現を主に扱っている。なお，感情の表現を

扱う前に受身も導入しており，その延長線で感情の表

現を教えている。 

 では生徒の作品を見てみよう。 

 

don’t have to 

Tom: That is my steamboat. 

Huck: Really? You are very rich. 

Joe: We don’t have to work. 

 

感情を表す表現 

Tom: Wow! There are many real pirates on the steamboat! 

Huck: What? It’s so wonderful! Let’s join them and be real 

pirates.  

Tom & Jo: We will never be bored. 

 

受身＋感情を表す表現 

Joe Harper found a piece of cake on the ground. It was Tom 

Sawyer’s. Joe Harper grabbed it, and ran to Tom Sawyer 

and Huck Finn. Tom Sawyer kept watching the steamboat. 

Huck found Joe and grabbed the cake. Huck Finn hit Joe 

with his hand. However, he was hit by Tom Sawyer.  

Huck Finn fell down on the ground next to Joe Harper. Tom 

ate the cake. Joe and Huck were shocked and ran to Tom.  

 

数こそは多くないが，確実に使われている。なお，2

例目の “We will never be bored.” という表現は，中 1 の

3 学期に暗唱したドナルド・トランプの就任演説の一

部分 “You will never be ignored again.” の影響も出てい

ると思われる。 

 また，1 学期に指導した to 不定詞も以下のように現

れている。 

 

to 不定詞 

Tom: What’s that? 
Huck: It’s a steamboat. 
Tom: Why did it come here? 
Huck: I think it came here to give us something to eat. For 

example, meat, fish, and some fruit. 
Joe: Oh my god! I don’t want to eat them but more cake! 

 

このように，少ないながらも生徒達の英作文から習

いたての英文法を見ることができる。こういった既習

文法を用いたアイディアを資料 4 のようにアイディ

ア・シートにまとめて生徒達に配ることができる。生

徒達は面白いアイディアを読みながら，新出文法に慣

れ親しむことができる。reading  writing  reading と

いうサイクルの中で，当該文法に繰り返し触れる機会

を創り出すことができる，というのもこの活動の良さ

だと思う。 

 

 

6 おわりに 

 これからの英語学習を考えると，インターネット上

で海外の人と英語で話すことのみならず，家で気軽に

AI と英語で話す時代が来るかもしれない。そうなった

ときに学校教育や英語教員の仕事はどうなるのか。生

徒達を引き付けるだけの教材としての「面白さ」を教

員が用意できるか，活動としての「面白さ」をどれだ

け見せられるか，が焦点になろう。英語教員としての

力量が試される時代がすぐそこまで来ていると感じる。 

最後になってしまったが，「英語で大喜利」という意

味不明な発想を理解してくれ，こちらの想像以上のパ

フォーマンスを見せてくれた生徒達に感謝したい。「学

校紹介ビデオ in English」や「シェイクスピア劇のスキ

ット」，「テレビコマーシャルの製作」などやりたいこ

とはまだまだたくさんある。来年度も頑張りましょう。 
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